
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
         

 

 

 

 

 

 

 

   
 

   

 

 

 

 

 

 

 

「女性ネットみやぎ」 街頭署名行動 
お誘い合わせてご参加ください。 

８月２4日(木) １２～13時 於・一番町フォーラス前 

女川原発再稼動ＳＴＯＰを求める知事への要請署名ととりくみの宣伝です。 

 
 

子どもたちを放射能汚染から守り、原発から自然エネルギーへの転換をめざす女性ネットワークみやぎ 

「女性ネットみやぎ」ニュース No.68 2017.8.15 

 ブログ：joseinet-miyagi  メール：housyanoujoseinet@hotmail.co.jp  Tel /fax 022‐215-3120 

 

開会あいさつする中嶋さん 

 

 

女性ネットみやぎ結成５周年企画 

 
河合弘之弁護士の講演と「日本と再生 光と風のギガワット作戦」上映 

ドキュメンタリー映画（河合弘之製作・監督） 

  

「子どもたちを放射能汚染から守り、原発から自然エネルギーへの 

転換をめざす女性ネットワークみやぎ(略称女性ネットみやぎ）」は、 

2012 年に結成され、５年経過しました。 

■原発事故による放射能汚染被害はいまだに・・・・ 

■子どもたちを守る、課題をあと送りしない 

■女川原発再稼動STOP、再生可能エネルギーへの転換を！ 

原発事故による放射能被ばくによる健康被害は、福島で甲状腺がんと疑いの子ども（当時５才～18才）の検査で、さらに増え

ています。 

検査で経過観察とされた後、別の医療機関でがんが見つかった患者については把握困難として報告されていません。宮城県丸森町

でも甲状腺がんが確定して手術された方もおり、北茨木市にも３人いました。 

福島原発事故によって放出された放射能汚染廃棄物は、この宮城県にも、の処分や管理については、いまだに方向が定まらず、

住民の思いはなかなか届きません。原発がなくても生活できることは、この６年余の経験で実感してきました。 

日本でも、さまざまな自然エネルギーの発電を進めることにより、原発ではないエネルギーを活用して地域も経済も再生できると確

信した河合弁護士たちが、世界 7 ヶ国を回り、自然江ネルギー活用の実情を見て聴いて取材したドキュメント映画「日本と再生」の

上映です。「原発のない社会は実現できる」「みなさんに知らせたい」と、熱く語る河合弁護士の講演にも期待が広がっています。チラ

シ・チケットの普及にもご協力ください。 

河合弘之監督講演「日本と再生光と風のギガワット作戦」 

               ドキュメンタリー映画（河合弘之製作・監督／飯田哲也企画・監修）   

上映／第１回１０:３０～１２:１０ 

第２回１３:２０～１５:００ 

河合監督講演／１２:２０～１３:１０ 

  

仙台市福祉プラザ 
ふれあいホール 

前売券800 円 
当日券９９９円   

 女性ネットみやぎが結成されたのは、原発事

故が発災した翌年2012年の6月。放射能汚

染によるさまざまな不安と心配が広がるなか、

「子どもたちを守りたい！」「原発をやめて安全な

エネルギーへの転換を！」と願う多くの人々が、

力を合わせて運動を広げていきましょう、と確認

しあいました。 

 あの３･１１から７年半も経過しましたが、ま

だまだ事故処理、廃炉作業、汚染除去、健康

被害対策も問題だらけで、一つ一つに大きな課

題を抱えています。 

 あれ以来、それぞれの立場から、子どもたちを

守るための活動や原発ではない再生可能エネ

ルギーへの道を求めて、全国各地で、この宮城

でも、さまざまな運動が展開されています。 

 「原発を無くしても自然エネルギーで地域も経

済も再生できる」と確信してとりくんでこられた河

合弁護士が、地球を一回りして実情を知り、世

界を駆動させている大きな自然の力を写し取っ

てきたドキュメンタリー映画で、100 分の見ごた

えある長編です。また、脱原発弁護団全国連

絡会代表としても大活躍されている河合先生

の講演にも期待が広がっています。 

脱原発と新しいエネルギーを願う私たちのこれ

からの活動にも大きな確信と示唆を与えてくれる

ことでしょう。お誘い合わせて、ご参加ください。 

＆ 

mailto:housyanoujoseinet@hotmail.co.jp


 

試験焼却の中止を県に申し入れ、質問状も提出 
 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

女川原発再稼動 STOP！放射能汚染ゴミ焼却反対！さらに強く大きな声をあげよう！ 

原発・放射能・子ども・平和関連の企画など、各地・各団体のとりくみ    
 
◆脱原発デモ・金曜デモなど 
＊旧古川地域：大崎 demo 金曜デモ・毎週金曜 17 時半 ・あさひ中央公園集合後デモ 
＊塩釜地域：塩釜きん発デモ・金曜 17 時半集合・下馬駅裏宮城民医連事業協前 17 時 45 分デモ出発 
＊岩沼市:「原発ゼロ戦争させない岩沼歩き隊」毎月第 3金曜日 14 時岩沼駅東口広場で集会後デモ 
＊仙台長町地域：第3水曜0時半～原発も戦争も NO！たいはくアクション：仙台長町・蛸薬師境内集会後デモ 
＊仙台中央部：脱原発みやぎ金曜デモ(女川原発再稼働するな！子供を守れ！汚染はいらない！みやぎ金曜デモ） 

                              ８/1８・2５ 錦町公園・18時半集合19時出発 

◆8月19－20日(土・日)第63回日本母親大会in岩手（於・盛岡市内） 

◆8月20日(日)10時～12時半 木村真三氏（獨協医科大学准教授）宮城県保険医協会女性部公開市民講座          

「原発事故がもたらした諸問題を考える～イジメから健康影響まで～」於・エルパーク仙台セミナー室 

◆8月20日10時～18時 女川8・20 8・20女川から未来を拓く夏の文化祭 主催:実行委員会 於・女川町まちなか交流館 

◆8月24日(木)12～13時女性ネット街頭宣伝・署名行動 14時～事務局会議 

◆8月25日(土)12時～13時「女の平和」ピースアクション【8月は15日を変えて、25日にした】 

◆8月26日(土)福島原発被災地視察・交流会―南相馬市から楢葉町へ―先着30名参加費4000円 主催／民青・平和委員会 

◆8月26日(土)14時～16時半 電力自由化と再エネの展望 講師竹村英明 主催きらきら発電・市民共同発電所 サポセン６F 

◆8月26日(土)13時半～「安倍・改憲」にどう立ち向かうか 『9条改憲』は戦争への道」講師・渡辺治さん 於・旧県民会館601・9条の会 

◆8月27日(日) 10時～12時 みやぎアクション 秋の行動実行委員会 於・シルバーセンター会議室 

◆8月31日 原発（福一事故）とマスコミ報道～福島からの視点～（「マスコミを語る市民の会」宮城） 

◆9月2日（土）13時半～15時半「仙台港の石炭火力発電所を考える」長谷川公一さん 田子のまち１F主催：宮城野区母連 

◆9月3日(日) 10時半～女性ネットみやぎ5周年企画「日本と再生」上映＆講演＝河合弘之弁護士 於・仙台福祉プラザふれあいホール 

◆9月3日(日) 15時～女性ネットみやぎ呼びかけ人会議 於・仙台福祉プラザ第2研修室 
◆9月10日13時半～まさのあつこさん講演会（チラシあり）主催：いっせい焼却反対宮城県連絡会 於・仙台弁護士会 
◆9月18日(月)12時50分～9・18宮城県民大集会 9条変えるな！変えようアベ政治！西公園お花見広場で／実行委員会 
◆10月7日13時～16時半「県民が決める！女川原発再稼働の是非～原発技術者が語る女川原発の問題～」於・福祉プラザふれあいホール 

主催：脱原発宮城県議の会・女川原発の再稼働を許さない！みやぎアクション  

放射能汚染廃棄物「一斉焼却」に反対する宮城県民連絡会  

放射能汚染ゴミ解決は自治力で 
講演：まさのあつこさん 
９月１０日（日）午後１時半～3時半 

於・仙台弁護士会館 無料 
主催：放射能汚染廃棄物「一斉焼却」反対宮城県民連絡会 

昨年11月、村井知事が全県市町村長会議に提案した

県内の 8000 ベクレル以下の放射能汚染ゴミのいっせい焼

却については市町村長全員の合意は得られず、今年５

月、７月の市町村長会議で再討議されました。前回の知

事提案を改め、保管自治体が地元圏域ごとに個別処理す

ることで合意し一歩前進した、広域事務組合や自治体ごと

に今秋から試験焼却を始める、と報じられています。 

女性ネットみやぎも参加している「放射能汚染廃棄物

『一斉焼却』に反対する県民連絡会」は、8 月 8 日、試験

焼却もやめるように宮城県知事に申し入れし、13項目の質

問状を提出しました。どこであっても、焼却により大気中に放

射能物質を拡散することは許せません。焼却灰埋め込みや

すき込み、堆肥化も、土壌汚染、地下水への影響などの 

問題があり、周辺住民を危険にさらすことになります。 

私たちは、県内の試験焼却を中止すること、県として 

焼却方針をやめるように強く求め、引き続き要求します。 

提出した質問状の 13 項目  

県知事に対し、以下のような質問・疑問・提案を提出し、 

８月 31日までに文書回答と意見交換の場を求めました。 

①今秋の試験焼却を断念すべき 

②そもそも市町村長会議の「合意」とは何か 

③特措法に基づく限り、解決の途はあり得ない 

④放射能汚染廃棄物の焼却処理推進は法令違反行為に 

抵触する恐れがある ⑤混焼する一般ごみを減らすのは危険 

⑥今秋から試験焼却する広域組合はどこか 

⑦モニタリングの安全基準値に矛盾がある 

⑧常時監視のモニタリングでなければ安全は保てない  

⑨基準値を超えた時の対応策があるのか 

⑩焼却灰のセシウム濃度測定を毎日実施する必要性がある 

⑪作業者の被ばくの危険性をどう回避するのか 

⑫仙南クリーンセンターにおける火災発生に対する万全な 

対策はなされたか ⑬今後、バグフィルターに関する説明は、 
住民意識に沿って行うべき 

まさのあつこ（ジャーナリスト・工学博士）さんのおもな著作紹介 
＊『あなたの隣の放射能汚染ゴミ』（集英社新書：2017） 

＊『水資源開発促進法 立法と公共事業』（築地書館：2012） 

＊『投票に行きたくなる国会の話』（ちくまプリマー新書：2016） 

＊『四大公害病』（中公新書、2013）など 

共著『公害・環境問題と東電福島原発事故』（本の泉社：2016） 

http://miyagi-hok.org/?p=9127
http://miyagi-hok.org/?p=9127

